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①「やりたい」につながる多様な学びで、未来をつくる「人」を育む

子どもから大人まで様々な学びの場をつくることにより、
市民一人一人のシビックプライドや主体性を育みます。
また、多様な価値観・考え方を互いに認め合うことで、ま
ちを楽しくする自分らしい生き生きした活動（経済活動含む）

をつくる人材が育まれるまちを目指します。

・安全な通学を確保するためのスクール
バスの運行

・安全・安心で地域の恵みを感じる学校
給食の導入

・中学校用AIドリルの導入
・高校生キャリアトークカフェの実施
・不登校児童生徒や保護者への指導・支
援を行う適応指導教室「すまいるルー
ム」の開設

・学びのサポーターを市内各こども園及
び小・中学校に配置

・豊かな心を育むあさご芸術の森美術館
企画展や文化会館自主文化事業の実施
など

ありたいまちの姿１

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

適応指導教室「すまいるルーム」

高校生キャリアトークカフェの様子

・人と人とがつながる場を創出し市民のチャ
レンジの実現につながる人材を育成

・大学と連携し、高校生のコミュニケーショ
ン教育やデジタル人材を育成

・生野地域を運行するスクールバスを導入
・不登校児童生徒支援員の配置及び校内サポ
ートルームの設置

・中学校部活動の地域移行に向けた検討
・あさご森の図書館の改修
・屋根付運動施設の整備検討
・すべての人の人権が尊重される社会を目指
した教育・啓発の推進 など



②人と自然が共生しながら地域で循環する産業を確立する

人の暮らしや営みとともにある自然との共生を図りながら、
朝来市が持つ資源・魅力と市外の活力をつなげ、時代にあわ
せて進化し、内発的な経済力を高め、地域で循環する産業が
確立されたまちを目指します。

・多様な働き方に資するサテライトオフィス
等の開設支援制度の創設

・設備投資の受け皿となる新たな産業団地の
造成検討

・子育てしながら働きたい女性等を対象とし
たお仕事大相談会と朝来クリエイタースク
ールの実施

・2023年兵庫デスティネーションキャンペ
ーンと連動した誘客プロモーションの実施

・夜久野高原開発と加工用馬鈴薯の試験栽培
による安定的な農業経営のための産地形成

・市内農業者と食品製造業者のマッチングに
よる６次産業化の推進

・脱炭素社会の実現に向けた方向性を示す朝
来市地球温暖化対策実行化計画の策定
など

ありたいまちの姿２

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

夜久野高原開発イメージ

朝来クリエイタースクールの様子

・若手人材確保のための市独自の合同企業説明会の開催
及び採用活動オンライン化の経費を助成

・新たな産業団地の整備に向けた実施設計
・労働生産性の向上を目的とした事業者の先端設備導入
に係る費用を助成

・竹田城跡の魅力を発信するXR（クロスリアリティ）の
研究

・日本遺産の更なる資源の価値を高めるための調査研究
・耕作放棄地や離農の増加を抑制するため主食用水
稲苗や育苗に要する経費を助成

・有機農業の拡大を図るためのオーガニックビレッジ宣
言の実施

・朝来市森林ビジョンに基づく新たな「あさご森」の取組
など



③多様なつながり・交流を育み、地域力をより高める

人と人のつながり・交流を育むことで様々な活動につなげ、
多様な人が参画する地域コミュニティの充実を図るとともに
移住定住の推進や関係人口の創出等の新たな力により、地域
力がさらに高まっているまちを目指します。

・移住された方と農業のマッチングを図
る等住みたい田舎促進プロジェクトの
推進

・まちの仲間として地域を共に支える地
域おこし協力隊の配置

・朝来市への移住・定住を促進する空き
家バンク事業、あさご暮らし体験事業
の推進

・歴史・教育・経済の振興と関係人口の
交流拡大を目指した壱岐市との交流

・市民参画のもと多文化の相互理解を深
めるための国際交流事業の実施
など

ありたいまちの姿３

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

マンツーマンでの日本語指導

移住と就農をセットにした
住みたい田舎移住促進プログラム

・将来も地域を維持していくために必要な地
域コミュニティの在り方を検討

・移住・定住を促進するため住宅取得等応援
事業補助金を拡充

・結婚新生活を応援するための補助や未婚男
女の出会いの場づくりとなる大規模婚活イ
ベントの実施

・移住された方と農業のマッチングを図る等
住みたい田舎促進プロジェクトの推進

・いくの地域自治協議会に新たに１名の地域
おこし協力隊を配置

・在住する外国人が、地域社会の一員として
暮らす多文化共生社会を推進 など

、



④誰もが居場所や役割を持ち、健幸で心豊かな暮らしを実感できる

世代等を超えて、市民一人一人が地域とつながり、誰もが
地域の中で居場所や役割を持つことで、地域の人々に囲ま
れ安心した子育てや暮らしが実現できるとともに、市民一
人一人が生きがいを感じながら、健幸で心豊かな暮らしを
実現できるまちを目指します。

・朝来医療センターへの産婦人科外来開設（令
和５年10月開設）の働きかけ

・赤ちゃんと妊産婦の健康を守るための妊産婦
健康診査費・新生児聴覚検査費を補助

・子育ての援助を受けたい方をサポートするフ
ァミリー・サポート・センター事業の実施

・第２子以降保育料の無償化
・科学的根拠（国保データ）に基づくフレイル
状態予防事業の実施

・聴覚低下による生活の不便さを解消するため
の補聴器購入の補助

・身体障害者（児）に対する訪問入浴サービス
の実施 など

ありたいまちの姿４

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

充実した子育て環境

住み慣れたまちでいつまでも自分
らしくイキイキと

・複雑化・複合化した福祉課題に対して一体的に支
援する重層的支援体制整備事業の実施に向けた移
行準備

・０歳から高校生までの医療費無償化と所得制限の
撤廃及び他の公費負担医療との併用を可能にし、
子育て世代の医療費負担を軽減

・１か月児等健康診査に対する費用を助成
・妊産婦や子育て家庭に寄り添う支援を強化するた
め産婦人科・小児科オンライン相談を本格導入

・多様な保育環境を支援するため家庭内保育をする
場合に支援金を支給

・要介護認定を受けている方等の介護タクシーの利
用範囲を拡充

・帯状疱疹予防接種に係る費用を助成
・医師確保対策就業支度金貸与制度の拡充 など



⑤市民の暮らしを支える安全・安心な都市基盤を持続する

市民の暮らしを支える都市基盤の持続可能な維持管理・運営
を図ります。また、地域防災力の強化や公共交通の確保等に
より、誰もが地域の中で安全・安心に暮らせるまちを目指し
ます。

・デマンド交通による実証運行と市全体での
本格運行に向けた準備検討

・特急はまかぜ利用者専用駐車場の確保及び
利用助成により利便性を向上

・まちの玄関口であり顔となる和田山駅周辺
の活性化を図るため和田山駅南北自由通路
等の整備検討

・ビッグデータを活用した通学道路のヒヤリ
ハットマップの作成

・旧朝来梁瀬医療センター建物の解体と跡地
利用の検討

・温水プールくじら前のキッズパーク整備や
琵琶の丸健康公園の遊具整備
など

ありたいまちの姿５

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

乗って守る公共交通

地球温暖化の影響により激甚化・
頻発化する自然災害

・まちの顔であり玄関口となる和田山駅周辺
の活性化と利便性の向上を図るため和田山
駅南北自由通路等の整備検討や駅前ロータ
リーの改善対策の検討

・まちの複合機能拠点として期待が出来る朝
来医療センター周辺の土地利用の検討

・災害から命を守るため、災害時に迅速な対
応を取ることができるようマイ避難カード
を作成

・高齢者等を悪質な詐欺被害から守るため自
動録音電話機の購入費用を助成

・電気自動車の増加に対応するため、道の駅
但馬のまほろばのEV急速充電器を更新

・バス路線の再編と併せデマンド型の乗合交
通を段階的に導入 など



⑥まちの動きや情報を戦略的につなぎ、効率的で健全な行財政運営を実現する

市民との対話を大切にするとともに、まちの動きや情報を市
民と共有することで、市民自治のまちづくりをさらに推進し
ます。また、持続可能で自律した自治体運営を推進するため
、効率的で健全な行財政運営を図るとともに、市民とともに
ある、市民に信頼される職員・市役所を目指します。

・庁内業務のデジタル化による効率化の推進
・市ホームページのリニューアルによる分か
りやすい情報の発信や公式LINEのセグメ
ント配信による情報の必要な方へ必要な情
報の発信

・あさご未来会議、まちづくりフォーラム、
ふれあい市長室など対話による開かれた広
聴事業の実施

・生野庁舎及び生野学童クラブ等の整備検討
・ふるさと納税制度の活用による地域資源の
販路拡大と自主財源の確保

・新たな行政課題に対応するための行政組織
の再編 など

ありたいまちの姿６

実施してきたこと

令和６年度の主な事業

あさご未来会議の様子

公式ラインのセグメント配信で必要
情報を必要な方にお届け

・総合計画と創生総合戦略を統合させた令和８年
度を始期とする第３次総合計画基本計画を策定

・まちの交流拠点として機能性と利便性を向上さ
せるための周辺施設の統合、集約化を図った生
野庁舎の整備

・デジタル技術を活用した「書かない窓口システ
ム」の導入検討及び官民協働による諸課題の解
決や経済の活性化を図るためのオープンデータ
を推進

・行政課題に対応するため新たに再編した行政組
織による効率的かつ効果的な行政運営

・日本遺産や創生事業で関係する市町との連携を
深めるとともに、鉱山という共通する地域資源
を活用するための佐渡市との連携 など

、


